


















す〳〵繁昌して高祖の御跡をしたひ奉り関東二十四輩あるひは北国の御旧跡をめぐる人多し。然れ も道法遙けき所多し。南部仙台などは京都より三百餘里もあれば老人婦女など叶がたし。故に中祖の御旧跡を巡る人多し。其諸跡 記せるも な 。此度同行の進によりて其寺を記侍 。 」と著述の意図を述べている
（３）
。これについて















まり、同九年に『都名所図会』が出版され 以降、文化二年刊『木曾路名所図会』に至るまで各地の名所図会を立て続けに執筆する。そうしたなか寛政一一年刊『源平盛衰記 』からは軍記 図会化作品も手掛ける。これら 図会物を主著としながら、他に俳諧書、小説、実用書の類も著す。そしてこの文化八年刊『蓮如上人御旧跡絵抄』は 籬島の著作として確実なもの うち
（２）
、最後から三作

























寺） 、 「蓮師五歳の時名号を書したまふ図」 （近江国
 善西道場） 、 「蓮
師衆徒に追れて在家にしのび居玉ふ図」 （越前国
 芋平御旧跡） 、 「吉





宗との関連の点から考えていく。 籬島と浄土真宗 関係について整理すると、 つとに浅野三平氏が、 籬島の著述に本作と 『 （親鸞聖人洛陽御旧跡） 二十四輩巡拝記』 （ 『大阪出版書籍目録』 に文化三年九月出願とする） とがあることを見出され、籬島は文化期に仏書へ 進出を志しており、仏教とくに浄土真宗への強い興味があった 指摘された
（６）
。その後、近年に籬島が自身の伝記をしたためた書き物『秋











































































































たの方便なるべしと其儘に木に寿す」と あるところからは、流行の図会様式を用いるこ 書物が読者意識・売れ行きを前提としたものであり、 著者の主意の外に企画性が強く働いてい ことが窺える。　
以上をふまえて『二十四輩順拝図会』の成立を考えると、
品は、籬島が創り出 、執筆してきた名所図会を踏襲するも であることのほか、真宗にゆかりの深い吉野屋が創業期に二十四輩物板権を収集したこととも繋がるものであること 捉えられる。それが、籬島は著述の最盛期を過ぎ、吉野屋は板権を手放す退転期に至
○




13 刊年不明『二十四輩記図』 （ 『親鸞聖人御旧跡廿四輩巡拝記』広告による）
○
14 刊年不明『二十四輩巡道記』 （ 親鸞聖人御旧跡廿四輩巡拝記』広告による）
　
これらは体裁と内容の点では、大本で大部の解説書（ 『捃聚鈔』





















辨著、粟津義圭校閲と記されるが、割印帳では著者を粟津義圭としている。了辨については知られるところがない 、義圭は近江国膳所の真宗大谷派響忍寺の住職で、法諱は諦住、寛政十一年に没した人である。高倉学寮 学び、唱導に尽力して三〇点余りの 作 のこし、そ 業績は後代 影響を与えたことが知られる
（
19）。 『蓮如上
人御一生記絵鈔』は半紙本三巻三冊から成り、内容は「蓮如上人御出誕の事并石山寺観世音奇瑞の事」 （巻之上第一）か 「蓮如上人御遷化の事并御臨終に遇奉る人々の事」 （巻之下第十一）及び「六字の名號奇瑞 祖師の尊像現じ給ふ 」 （同第十二）までの全二九条に蓮如の生涯を綴るもので、吉崎・山科・大坂の御堂建立や各地での教化の事跡に焦点を当てて記す。挿絵が全八図入り、本願寺と吉崎御堂を描く遠景の二図、朝倉敏景への使者を描く一図、加賀向一揆を描く一図のほかは、蓮如の教化や巡覧を描くものである。　『蓮如上人御旧跡絵抄』を『蓮如上人御一生記絵鈔』と照らし合わせたとき、本文内容自体にはこれを利用した形跡などは認められない。しかしながら、題名はこれ 倣ったかと見受けられ 遠景と蓮如伝を描く挿絵の構想も類似している（ 版後掲） 。ここからは、前項で確かめた親鸞（二十四輩物）から蓮如へという流れと同時に、蓮如関連の書物と て、 『蓮如上人御一生記絵鈔』を けて対象を伝記から旧跡に転じるという着想もあった ではないか 考えら る








宝五年から慶応年間にかけての四七点が挙げられ いる。これを通観すると、蓮如 連の出版物としては、蓮如の著述 蓮如の伝記旧跡関連の書がある。蓮如の著述では 正信偈大意』 （元禄二年刊） 、『浄土真宗選要鈔』 （元禄四年刊） 、 『領解文』 （天明七年刊）等が出版されている。蓮如の伝記を著したものに 『蓮如上人遺徳記』巻（延宝七年刊、著者未詳） 、 『蓮如上人縁起』十巻（安永七年刊先啓了雅著） 、 『蓮如上人御一生記』六巻（享保元年刊、 著者未詳（寛政三年改版、粟津義圭校閲・序） 御一生記絵鈔』三巻（寛政六年刊、釈了辨著
 粟津義圭校閲・序）等がある。旧跡関連の









のねさめ』が、阿波国を遊歴中の任他斎が当地で素丈坊と出会い、土佐に赴く素丈坊におくったとする送別句から始まるという関係にあり、俳人間の交遊からこの二作は括って捉えられよう。 『丙寅墨なをし集』は京都東山双林寺の墨直しの行事の歌仙である 伊豫屋は、 これら三点の俳書の刊記に「正門（蕉門）俳林」と称しており、現存する諸本も僅かでごく小規模の出版と思われるものの、享和期から文化のはじめにかけて、蕉門の流れを汲む俳書を手掛けている様子が見られ 。　
小説の出版は、ごく初期のもので籬島の『信長記拾遺』がこれに























る前言を付した商店一覧の町鑑であ が、 刊記 伊豫屋の住所が 「四条室町東へ入町」とあり（文政三 題 『女院御書』 （年表
31）で
は当初と同じ醒井五條上ルである） 、末期に店舗を移転したようである。取扱う書目は、求板書も含めて、仏教関連、小説 相法、漢詩文、俳諧、医学・本草、随筆と手広い このうち特徴的なものとして、俳書および小説の出版動向について見　
俳書の出版は、享和三年跋『旅のねさめ』 （年表９） 、享和二年〜
文化二年序『松乃葉集』 （年表








を生かした着想での小編作品『赤星さうし』と『蓮如上人御旧跡絵抄』を世に出しているのである。付表【伊豫屋佐右衛門出版年表】・書名、 巻冊、 著者、 管見板本 所蔵、 刊記 （年記／書肆） 、 備考（＊以下、内容その他）の順に記す。 （不明の項目は省略。 ）・刊記に拠り 板行の順に掲げる。・所蔵に（国文研Ｍ）としたものは、国文学研究資料館蔵マイクロフィルムによる。
１ 　『辨麾方録』 一冊、 天倪著、 大阪府立大学学術情報センター図書館 （国文研Ｍ） 、 安永二癸巳年三月／ （京都） 永田調治・河南四郎右衛門・伊豫屋佐右衛門
　
＊真宗。
２ 　『信長記拾遺』 一〇巻一〇冊、 秋里籬島著、 筆者所持本、 安永五丙申正月／ （京都） 山本平左衛門・田原勘兵衛・出雲寺文次郎・伊豫屋佐右衛門・吉野屋為八
　
＊軍書。
３ 　『不動智神妙録』 一冊、 沢庵宗彭著、 カリフォルニア大学バークレー校東亜図書館 （国文研Ｍ） 、 安永八己亥載二吉辰／ （京都） 伊豫屋佐右衛門
　
＊臨済・剣術。
４ 　『片玉六八本草』 二冊、 加藤謙斎著・加藤玄順編、 国立国会図書館蔵、 安永九年庚子春三 植村藤右 藤屋東七・河南喜兵衛・伊豫屋佐右衛門・文臺屋多兵衛・銭屋新助・梅村市兵衛・浅野彌兵衛
　
＊本草。
５ 　『相法無尽蔵』 五巻五冊、 多田希真著・蘆塚 校、国文学研究資料館蔵、 寛政四年壬子仲夏／ （江戸） 須原 茂 （大坂） 敦賀屋九兵衛・ （京都） 林権兵衛・菊屋長兵衛 勝村治右衛門 伊豫屋






















14 　『和蘭医話』 二冊、 伏屋素秋著、 大阪市立大学学術情報総合センター森文庫 （国文研Ｍ） 、 文化二年十一月／ （京都） 巽佐右衛門・山口又市・ （大坂） 田原平兵衛・上田吉兵衛
　
＊医学。
15 　『観門要義鈔』 （求板） ＊未見。日本古典籍総合データベースによる （東海学園大学名古屋キャンパス図書館関山文庫） 。 文化二、伊豫屋版。 一五冊。 証空著。 仏教 （観経） 。
16 　『手相即座考』 一冊、 蘆塚斎著、 東北大学附属図書館狩野文庫蔵、文化三年丙寅春／ （大坂） 松村九兵衛・浅野彌兵衛・ （京都） 伊豫屋佐右衛門
　
＊相法。 続編は文政六年刊。




18 　『蓑笠雨談』 （求板） 三冊、 曲亭馬琴著、 名古屋市蓬左文庫 （国文研Ｍ） 、 文化三丙寅八月／ （京都） 伊豫屋佐右衛門
　
＊享和四年初




20 　『足毛のこまごと』 （続編） 二巻二冊、 盛田小塩著・歌川豊秀画上田市立図書館花月文庫 （国文研Ｍ） 、 （京都） 佐右衛門
　
＊滑稽本。 見返に 「文化四卯春」 。21 　『倭琴高誌』 五巻五冊、 盛田小塩作、 国立国会図書館蔵、 文化丁卯年三月／ （江戸） 角丸屋甚助・ （名古屋） 菱屋久八・ （京都） 豫屋佐右衛門・永田調兵衛
　




６ 　『日本詩選』 （求板） 一〇巻七冊、 江村北海編、 国立国会図書館蔵、安永三年甲午正月旧刻




７ 　『古字千字文』 ＊未見。日本古典籍総合データベースによる （龍谷大学図書館写字台文庫蔵） 。 寛政七、 伊豫屋板。 二冊。 梶川光慶著。 書道。
　
８ 　『仏像図彙』 （求板） ＊未見。 日本古典籍総合データベースによる
（駒澤大学図書館永久文庫ほか蔵） 。 寛政八、 伊豫屋板。 二冊。 土佐秀信著。 仏教 （絵画） 。９ 　『旅のねさめ』 一冊、 素丈坊編、 国立国会図書館蔵、 （京都） 巽佐右衛門
　
＊俳諧撰集。 享和三年二月跋。
10 　『教訓安楽問答』 四巻四 秋里籬島序、 東京都立中央図書館東京誌料蔵、 享和三年亥二月／ （京都） 武村吉兵衛・伊豫 佐右 門　＊教訓。




＊広告 『一休目なし草』 『一休幼草』 有。
臨済。12 　『水鏡注目無草』 （求板） 一冊、 国文学研究資料館蔵、 延宝三巳卯年九月吉旦
 文化二乙丑年五月再刻／ （京都） 伊豫屋佐右衛門
　
＊









31 　『女院御書』 二巻二冊、 辨才編、 陽明文庫 （国文研Ｍ） 、 南紀梶取本山蔵・ （京都） 伊豫屋佐右衛門・綛田屋嘉兵衛・綛田屋兵右衛門＊仏書。 文政三年題。
32 　『温泉紀遊』 一冊、 若霖 （汝岱） 著、 国文学研究資料館蔵、 文政六癸未霜月刻成／ （京都） 伊豫屋佐右衛門・永田調兵衛・ （近江） 金剛窟蔵
　
＊漢詩文。































み存。天明七年の丹後・因幡方面の紀行である 拙稿「 『天橋立紀行』 解説と翻刻」 『人間文化論叢』 六 （二〇〇四年三月）に紹介した
22 　『日本詩鈔』 七巻一冊、 源君晢編、 福井市立図書館松平文庫 （国文研Ｍ） 、 文化四年丁卯八月新刻／ （京都） 菱屋孫兵衛・林伊兵衛・伊豫屋佐右衛門
　
＊漢詩。
23 　『車僧轍物語』 五巻五冊、 鶉床主人著・歌川豊秀画、 中村幸彦 （国文研Ｍ） 、 文化五年戊辰三月吉日発販／ （京都） 伊豫屋佐右衛門大和屋吉兵衛・住吉屋嘉兵衛・西田正三郎・白粉屋與兵衛・平田屋吉兵衛
　
＊読本。
24 　『浄土宗名目』 ＊未見。 日本古典籍総合データベースによる （東海学園大学名古 キャンパス図書館関山文庫蔵） 。 文化六、 伊豫屋板。 二冊。 道観著。 浄土。
25 　『赤星さうし』 三巻三冊、 秋里籬島著、 お茶の水女子大学蔵、 文化七庚午秋発行／ （京都） 永寿軒
　
＊奇談。
26 　『清正大神祇霊験記 四 一 鈴木世孝画 国立国会図書館蔵、文化七庚午十一月発行／ （京都） 大坂屋又三郎・伊勢屋清七・松屋市郎兵衛・伊豫屋佐右衛門
　
＊霊験譚。
27 　『日課要訓』 ＊未見。 日本古典籍総合データベースによる （駒澤大学図書館永久文庫ほか蔵） 。 文化七年、 伊豫 板。 一冊。 辯才著。浄土。
28　『蓮如上人御旧跡絵抄 前述
29 　『天津羽衣譚』 五巻五冊、 雲沖子作・速水春暁斎一世画、 国立国会図書館蔵、 文化十三丙子孟春／ （大坂） 河内屋嘉七・ （京都） 近江屋治助・丸屋善兵衛・伊豫屋佐右 門・堺 嘉七・伏見屋半三郎＊読本。雲沖子は越後の戯作者。





























































































図版（上） 『蓮如上人御旧跡絵抄』 「大坂津村御堂の図」 （一部に後筆の彩色がある。 ） （下） 『蓮如上人御一生記絵鈔』 「大坂石山本願寺蓮如上人御堂を建んと思召し巡覧し給ふに十四五歳の児出て聖徳太子の本願縁起の文を解き往昔の宿縁ある事を物語の躰」
